
はじめに

　こうした中で世界情勢を振り返ると、昨年２月に突如、ロシアがウクライナに対して
軍事侵攻を開始したことで、欧州・欧米地域だけではなく、多くの国々が反ロシアの立
場で劣勢にあるウクライナへの軍備支援を行ってきました。しかし、このロシア侵攻へ
のウクライナの反撃が長期化したため、液化天然ガス原産国であるロシアがＥＵなど
ヨーロッパを中心にした世界中の輸出相手国に対して、液化天然ガス等の燃料供給を滞
らせるという暴挙に出たことが、現在の化石燃料の世界的高騰へと繋がり、この化石燃
料の供給制限が、後の食糧物価の大幅な値上がりに波及しております。日本も例外では
なく、公共交通の運行や物資輸送に対する原油高の影響を受ける結果となり、政府は事
業者に対し燃料費相当の一部を助成する措置で市民生活の安全安心の確保に繋げようと
してきたところであります。また、穀倉地帯のウクライナから穀物の輸出海上ルートで
黒海を通る食糧輸送を滞らせるロシアの強硬手段によって、小麦の世界的な価格高騰に
拍車をかける事態となり、日本においても小麦を原材料とする多くの食料品が高騰した
ことで、国内の諸物価が値上がりの影響を受ける一因となってます。

令和 ４ 年度 事業報告

　この１年間の国内情勢を振り返ってみますと、新型コロナウイルス感染が国内で発症
して以来３年目に入り、この間に何度となく変異しながら拡大と収束を繰り返してきま
した。これに対し政府は地方自治体とともに、感染予防策として、デルタ株などの従来
株対応ワクチンからオミクロン株対応ワクチンへと、ワクチンの新薬確保と接種を繰り
返し実施してきたところです。こうして新型コロナウイルスも、今年度に入りコロナの
重症化と死亡者が減少傾向が続く中、ウイルスとの共存に向けて一斉に動き出す状況と
なりました。一方で日本経済を停滞させない国の措置として、中小企業を対象にした雇
用調整助成金制度や人材育成支援補助制度、設備導入事業補助制度の取り組みが行われ
てきました。

　さらに社会経済が新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け停滞したことで、地域
消費の喚起や地域商業の活性化を図る対策として、プレミアム付商品券やにぎわい商品
券などの発行によって、地域活性化を後押しする施策が取られたところです。また、観
光業や旅行業・宿泊業界を活性化させるため、隣県も対象にした県民割宿泊助成制度や
全国旅行支援などを利用した観光振興が進められ、日本をはじめとした国々がアフター
コロナへ向けて歩み始めました。

　横手市内の新型コロナウイルス感染については、昨年７月から９月にかけて第７波の
感染拡大が過去にないほどの感染数となり、それ以降収束に向かいながらも、幼児保育
施設や教育施設での感染が根強く拡がる事態となりました。その後の第８波の感染は全
体的に重症化には至らず、数日間の自宅療養で収まるようになり、年末年始をピークに
収束に向かう状況に至りました。

　世界経済が中国のゼロコロナ政策を除き、日本を含めて社会経済活動が一斉に動き出
す事態となり、製造業・流通業全般については、感染症拡大以前へと急回復したことか
ら、世界的な原油の需要がこれらに関連しても伸び、全世界で石油製品の価格高騰に繋
がる事態が生じています。特にアメリカでは急激な物価高が起きており、インフレが加
速する事態に至っております。

　急激に世界経済が回復したことで、製造部品の主要な半導体不足が長期化し、日本で
の半導体に関連した全産業で製品供給が滞っており、関連して輸出も滞るという事態が
生じました。横手市内のこれら関連部品供給は、製造業を中心に一時減産操業になりま
したが、横手市シルバー人材センター(以下「センター」という。)会員が関わってきた
多くの派遣業務が、年度末までは極端に失われる事態までには至りませんでした。しか
し次年度に向けての継続雇用については、大変厳しい情勢に置かれております。



　また、就業雇用環境については、６５歳までの継続雇用制度の完全実施と７０歳まで
の雇用努力制度が設けられたことによって就業希望者のニーズが大きく変化し多様化し
てきました。一方で雇用する事業所側の労働力確保についてもこの影響を受けて多様化
せざるを得ないことに加え、高齢者側としても年金制度の変化によって、経済事情に伴
なう就業に対する意識変化、高齢者個人の体力や能力によって就業意欲に差が出てきて
いる現状であります。

　当センターを取り巻く情勢も、設立から丸３０年が経過した今日、雇用制度のあおり
を受け新入会する年齢が上がってきていることや、共に活力ある地域社会づくりへの参
画意識についても大きく変化しております。

　こうした中で当センターは、コロナ禍にあっても就業に対しては、人と人との接触を
避けつつ可能な限り会員に就業提供し続けることを優先しながら、感染防止に最大限注
視し、適正な業務の受注に努め、会員が長年培った経験・技能・知識を活かすことが出
来るよう就業を促進してきました。これにより、コロナ禍でも公共施設の就業を含めて
派遣就業・請負就業に、高年齢世代が社会参画しやすいしくみを構築することができま
した。

　この１年間の国内経済の動向を総括するに、長引く新型コロナウイルス感染の影響で
企業倒産や解雇者が増え窮地に追い込まれた飲食業や宿泊業界がある一方で、これを好
機に転じて事業拡大を図っている業界が出てきたことも事実であります。政府は給付
金・協力金等の支給による経済対策を進めておりましたが、観光旅行業・旅館ホテル
業、飲食業は総じて危機的状況に陥ったことで、完全回復はまだまだこれからという段
階であります。

　国内の消費状況も低迷状態が続いておりましたが、新型コロナウイルスのオミクロン
株感染対策を進めたことで、国や地方自治体は飲食業を中心に営業制限の撤廃が進みま
した。これにより消費活動が活発傾向に向かったところであり、一気に回復する状況に
なりました。長引くコロナ禍にあるため、昨年暮れに政府は約２８兆円の補正予算を組
み、消費喚起を推し進めたことで、農産物や畜産物などの流通や、飲食業等の店舗営業
に活況を呈するようになってきています。

　このような中で、昨年１０月に秋田県の最低賃金が３１円引き上げられたことによっ
て、秋田県の労働者賃金が時間単価で８５０円を超えるに至ったところであります。

　県内各企業等では、非正規社員やパート労働者あるいは高齢者就業や再雇用者によっ
て労働力確保に努めてきたものの、同一労働同一賃金制度によって非正規社員を含めた
労働者賃金の増加が今後の企業経営上大きな負担となることが必然で、中小企業ほど深
刻な事態が起きると想定されます。
　この状況は、中小零細企業が多い横手市内において、経営が圧迫される事業所が多い
ものと予想され、深刻な問題と考えられています。こうした社会情勢の変化に対応して
いくため、センターの適正な受注による労働力の提供をもって高年齢者の就業意欲を促
進し、地域社会を下支えをすることで人件費節減と人材不足の改善に繋げ、生涯現役社
会実現に向けた地域社会全体の機運醸成を図ってきました。人口減少と高齢化が進んで
いる横手市にあって、貴重な労働供給により経済活動を促進する組織として取り組んで
おります。

　一方で社会貢献活動については、県内の伝統行事等催事を主催する実行委員会等が昨
年度に続いて今年度もある程度催しを縮小していることから、センターとしても会員の
密集や密接するような大々的な催しを中止したり、規模を縮小したりと判断したところ
であります。行事活動に対しては会員に極力参加を促しつつ、センターの事業目的を達
成する取り組みを進めてきましたが、新型コロナウイルスの変異株感染が拡がる傾向に
あったことから、充分な活動が出来る状況ではなかったことも理解頂いてきたところで
あります。

　この一年間の雇用情勢と就業環境下にあって、センターは適正就業のもとに地域に果
たすべき役割と期待に対して、国と県ならびに横手市の多大な理解のもと、全力でその
任に当たってきたところであります。



１.県内情勢と事業概要

　当センターでは、高齢者の多様な就業機会を拡大し就業機能の充実を図り、柔軟に労
働力の需要と供給を調整することで高齢者就業を組織的に発揮するとともに、人手不足
が予想される分野への就業にも取り組んできました。

　秋田県の人口は、自然動態と社会動態ともに年々減少が続いており、昨年１０月に９
２万人台となってしまいました。高齢化率も全国で一番高く、また、人口減少率も総務
省の調査で９年連続全国最高となっております。また、横手市の人口も昨年の１０月に
８万５千人を切る事態となってしまいました。このまま人口減少と少子高齢化が推移す
ると地域の活力低下だけではなく、地域経済や社会機能の崩壊が懸念される深刻な事態
となってしまいます。

　高齢化が著しく進むと年金拠出金が拡大する一方で、高齢者疾患に対する医療費が増
加してしまうことにもなり、それらに要する財源確保の困難さに加えて、高齢化に伴っ
て消費活動が鈍化してしまいます。また、少子化に関連して労働力人口が減少すること
で、地域の生産活動全般が縮小してしまうことになります。これらは加速度的に地域社
会の衰退をもたらし、そこに暮らす人々の生活不安が現実味を帯びる恐れがあることか
ら、地方自治体や関係各機関はもとより、市民を含めた多様な社会参加システムの構築
が必要となってきます。

　現実に若年層を中心とした秋田県の労働力人口と横手市の労働力人口が減少している
実態にあって、県内及び市内の企業・事業所等が持続的に活動し地域経済を支えていく
ためには、働く意欲と能力のある人々が年齢や性別に関係なく働くことのできる地域社
会を維持し実現していくことです。

　このような中で、高齢者が永年培った知識や経験、または習得した技術を活かすこと
の出来る働き方を、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律により、国はシルバー人材
センターの活動を高齢者就業の重要な柱と位置づけるだけでなく、高齢者の生きがいの
充実と健康増進に期待しているところであります。

⑦横手市民との共存と社会貢献

　シルバー人材センター事業を実施するにあたって、労働法令に基づいたガイドライン
を遵守し、請負・委任等受託事業の適正な就業に取り組んできました。結果として、請
負・委任等受託事業は前年度とほぼ同様に受注を確保し、もって会員へ就業提供するこ
とが出来ました。また、派遣先事業者側の要望に応えるべき派遣会員の意識高揚を図り
ながら、シルバー派遣を促進してきました。結果として、派遣事業は今年度当初から計
画を上回る就労契約を進め、過去最高の事業を推進することが出来ました。

　安全就業と事故防止等については、数回にわたる現地安全パトロールの実施と、職員
の現場巡回等による安全指導を徹底し、事故を極力ゼロに止めるよう努めてきました。
また、就業途上での交通安全対策については、機会があるごとに会員に対して交通安全
と交通事故防止の呼びかけを行ないながら、危険を予知し事故を回避する行動を取るよ
う指導してきました。併せて、会員の健康維持についても、定期的な健康診断の受診を
促しながら、日々の健康管理について注意喚起を行ってきました。

　適正就業については、法令・ガイドラインに基づいて会員への指導を徹底してきたと
ころであり、公益法人組織としてのその責務を果たしてきました。

　社会貢献活動については、春・秋の公共施設等清掃ボランティア活動の他、善意のボ
ランティア活動として老人福祉施設へタオルを寄贈することができました。

以下、当初計画に掲げた次の８項目について、次頁の事業実施状況で報告いたします。

①働く意欲のある高齢者への入会促進と就業開拓及び退会抑止の取り組み

②シルバー派遣分野への取り組み強化と職業紹介による就労支援

③適正就業ガイドラインに沿った事業運営

④安全就業の推進と交通事故防止の徹底

⑤県連合会との連携、四部の専門部活動強化及び地域推進委員会活動の充実

⑥インボイス制度に対応した納税と財政基盤安定化への対応

⑧組織体制の強化と会員間の融和促進



２.事業実施状況

①

②

働く意欲のある高齢者への入会促進と就業開拓及び退会抑止の取り組み

　新型コロナウイルスの感染によって一昨年・昨年は重症化や死亡するケースが多かっ
たものの、今年度に入りある程度は減ってきたことで、社会経済活動への再開が可能と
なり、市民が求めている臨時的かつ短期的な就業を希望する元気で働く意欲のある高齢
者潜在層にアプローチできるようになってきました。センターでは、横手市役所本庁の
来庁者に向けた一階市民窓口の大型広告・行政情報モニターに、シルバー会員募集と入
会促進案内、及び入会説明会案内を掲載したことで訴求効果が抜群にアップし、月々開
催している定例の入会説明会に複数の入会希望の参加が得られてきたところです。ま
た、センター会報の発行とともに、これとは別に、入会促進のためのチラシを作成し年
２回、発行する会報に折り込みしての全戸配布や、屋外看板を利用した会員募集のＰＲ
を行ってきました。また、男女の会員比率では男性に比べて低率にある女性会員の加入
促進を図るため「女性の活躍を応援します」というキャッチフレーズのポスターを作成
し、市内各所に掲示し啓蒙に努めてきました。

　また、時代の趨勢にともなって市内の多くの事業所では、中高年層従業員を再雇用等
によって経験・技能を再評価し人材確保しておりましたが、第二の定年とも言うべき完
全解雇の年齢に達した方々が出てきた実情を捉え、センター会員としての再就業を促進
するため、入会の働きかけや就業体験、職場見学等による会員加入を進めてまいりまし
た。

　それとともに、年度途中での退会を極力抑止するため、事務局だよりを定期的に送付
することによって、会員帰属意識の醸成と共にボランティア活動等の社会活動への参加
促進や講習会への誘い、就業情報の提供や安全就業の徹底、交通事故防止の喚起などを
発信してきました。また並行して、未就業者に対する電話連絡による就業情報の提供も
行ってきました。特に１月に入ってからは全ての会員に対して会員継続を促しながら、
新年度からの公共施設関連業務の情報発信などを行い、会員意識を浸透させてきまし
た。

　しかしながら、会員同士の連携を持って会員意識を持続させることについては、この
三年間という長期に亘る感染症対策による人と人との接触を回避する対策を優先したこ
とで、会員間融和が希薄となってしまったと感じているところであります。

シルバー派遣分野への取り組み強化と職業紹介による就労支援

　働く世代が年々高年齢化し労働力人口が減少していく中にあって、労働力としての担
い手としてセンターは、人材派遣を通して高齢者の経験や技能を活かせる場を提供しな
がら、横手市内の現役世代を支える分野への取り組みを強化してまいりました。結果と
して就業先が多様化していることもありましたが、臨時的かつ短期的な就業、またはそ
の他の軽易な業務に係る就業に限定しつつ、発注者のニーズを把握しながら、就労会員
の希望にあったマッチングに努め、最大限の労務提供を行うことができました。シル
バー派遣横手市実施事務所として、過去の実績を大幅に上回る契約総額と派遣延人員数
となりました。
　その上、発注者からの求めによって高齢法第３９条に定められた業務拡大分野につい
ても秋田県知事が指定した業務拡大分野の業種及び職種について、派遣先との交渉のも
と就業出来る会員に対して積極的に業務提供を進め、業務拡大を最大限進めることが出
来ました。

　また、職業紹介については、多様化に対応した働き方の一つとして人材派遣事業とと
もに、事業所等への職業紹介事業を進めた結果、昨年度からの継続事業と今年度新たな
事業契約を行うことができました。この事業においても、臨時的かつ短期的な就業、ま
たは、その他の軽易な業務に係る就業として、公益法人の法令等関係規定を遵守しなが
ら、適正なルールのもとに事業推進ができました。

　加えて、ハローワークとの連携によって高齢者就業のセミナーを開催し、啓発活動等
による入会促進を実施し会員拡大を推進してきました。



③

④

⑤

・

　厚生労働省の告示に基づく、適正な請負事業と委任事業の徹底を図るため、全国シル
バー人材センター事業協会が示した適正就業ガイドラインに沿った、センター業務運営
に取り組んできました。特に秋田県シルバー人材センター連合会(以下「県連合会」と
いう。）から求められております、労働関係法令遵守の徹底を行うとともに、諸法令の
知識の習得をもって、公益事業に携わる役職員に相応しい意識醸成を図りながら、公正
な就業機会の提供をもって、会員が働く喜び、生きがい、共働活動を共感できるよう
な、ローテーション就業を取り入れてきました。結果として、請負・委任事業では受託
出来ない業務を、派遣事業へ変更したり、不適切な就業は発注者との協議により、是正
や契約解除などを行ってきました。

適正就業ガイドラインに沿った事業運営

安全就業の推進と交通事故防止の徹底

　今年度を含めて近年、転倒や転落による重篤事故は幸いにして発生していなかったと
ころですが、いつでも重大な事故が発生し得る状況にあったことから、「安全は、全て
に優先する」を念頭に、安全就業がセンター事業の原点であることを全会員に周知徹底
してきました。シルバー会員に起きた就業事故を他人事として捉えるのではなく、自ら
も同じような事故に遭うかもしれないという予知のもとに、常に留意し就業していくよ
う指導するとともに、定期的に就業現場への安全パトロールの実施や、職員巡回時の声
かけによる安全の徹底等、注意喚起を行ってきました。
　また、作業中の事故撲滅のため、作業手順の遵守について、徹底を図ってきました。
特に草刈作業ではヘルメットの着用の徹底と石飛び撲滅のための講習会を開催し、剪定
作業ではヘルメットの着用や安全ベルトの着用を徹底してきました。

　今年度の当初には、県連合会が募集した「安全標語」への応募を募りながら、安全意
識に対する啓発と再認識が図られるよう取り組んできました。沢山の応募を頂きました
が、同連合会が審査した結果、残念ながら今年度はセンター会員から入選者を出すには
至りませんでした。
　また、近年多くのシルバー人材センターで増加傾向にある交通事故への対策として、
全会員に全国シルバー人材センター事業協会発行の冊子「事故に学ぶ交通安全のポイン
ト」～元気にかがやくために～を配布し、交通安全のさらなる意識高揚を図ってきまし
た。特に、秋季から冬季の薄暮時間帯における就業の行き帰りについて、歩行者・自家
用車運転者、それぞれに対して交通安全についての注意喚起をするとともに、業務上で
の車両運転に細心の注意も促してきました。さらに運転業務に従事する７０歳以上の会
員のブラッシュアップ講習を行いました。

県連合会との連携と四部の専門部活動強化及び地域推進委員会活動の充実

県連合会との連携
　秋田県内には２２ケ所のシルバー人材センターが設置されており、各センターの会員
数や財政基盤には大きな差があります。これらのセンターを統括しているのが、県連合
会でありますが、当センターは会員数・財政規模ともに全県の中では最大規模の組織と
して活動を展開しております。法令に定められたシルバー事業を円滑に運営するために
は、県連合会との情報共有は必須であります。

　当センターが公益事業実施団体として地域に信頼され活動を続けていくため、事業に
賛同する会員の拡大によって組織力の向上を図ることが重要であり、秋田県シルバー人
材センター会員拡大計画に基づいて、当センターと県連合会との間で、年間の就業延人
員計画を定め、ＰＤＣＡ管理表により会員数値目標と受託事業数値目標、及び派遣事業
数値目標を定め、管理を行ってきました。
　また、昨年度に続き県連合会が実施した高齢者活躍人材確保育成事業の就業体験、及
び職場見学を積極的に進め、未入会者の入会意識の高揚を図りながら加入を促進してき
ました。結果として、多くの方の新規入会がありました。

　さらに同事業の技能講習として開催された横手市会場での「空き家管理・ドローン講
習」に市内の未入会高齢者の方々へ向けて受講を進めてきました。また、美郷町で開催
された「刈払機講習」、大仙市で開催された「剪定講習」についても、市内の中高年者
の方々へ受講を奨励してきたところであり、未入会者へ加入促進してきました。
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四部の専門部活動強化

　国のインボイス制度(適格請求書等保存方式)に伴い、当センターは今年度に入り適格
請求書発行事業者の申請手続きを経て、既に登録事業者となりました。これによって令
和５年１０月からは消費税の仕入税額控除が可能な適格請求書の発行ができるようにな
りました。この制度に対応するための業務・会計システムについては、システム会社と
運用の準備を整えております。次年度には、粛々とインボイス制度の対応した財源捻出
と納税への取り組みを進めることになります。

　四部の専門部会がそれぞれの活動を通じて、意識啓発・情報提供・普及活動を推進す
るとともに、安全対策と傷害事故の撲滅、女性会員の交流等に取り組んできました。ま
た市民に向けたセンターの入会促進にも取り組んできました。

　具体的な活動として、総務部会では、市内全世帯向けにセンター会報を年２回、８月
と３月の発行に向けて、直近情報の集約と編集全般に携わってきました。

　事業部会では、会員の技術向上と入会希望者のセンター活動事前参加を兼ねた剪定と
雪囲いの技能講習を開催しました。また、入会勧誘を促進するため公共施設等へのポス
ター掲示とパンフレット配置活動を複数回にわたり取り組みました。
　安全部会では、安全な刈払機使用の講習会を企画し初開催したほか、数回のパトロー
ルを実施しながら就業現場における安全就業の徹底、熱中症予防の啓発等を図るため就
業指導と改善対策にあたりました。
　女性部会では、女性会員の交流と親睦を兼ねたグラウンドゴルフ交流会の開催と、ア
ロマストーン講習を行うとともに、女性会員拡大に向けたポスター掲示活動に取り組ん
できました。

地域推進委員会活動の充実

　特に今年度の活動として、公共施設等清掃ボランティア活動は、新たに春季活動とし
て４月～６月にかけて８地域別の取り組みを行いました。結果として、２２０人を超え
る会員の協力をいただくことができました。また、１０月のシルバー人材センター普及
促進月間に併せた秋の公共施設等清掃ボランティア活動については、悪天候の日もあり
ましたが例年どおりの参加をいただき実施することが出来ました。

　また、善意のボランティア活動として、センターをご利用される福祉施設へ未使用タ
オルを寄付する活動に取り組み、６７人の会員・職員等の協力によりまして、７６３枚
のフェイスタオルを集め、市内８施設に寄贈することが出来ました。

　コロナ禍の中での社会貢献活動でありながらも、当センターが公益事業団体として地
域貢献の活動領域を拡げることで、地域の担い手として明確な社会参加の役割を掌って
きたところであります。一方、会員同士の融和としては、３年ぶりに吉田グラウンドゴ
ルフ場に於いてのグラウンドゴルフ交歓会と、よこてシャイニーパレスでの会員交流会
を開催することが出来ました。

インボイス制度に対応した納税と財政基盤安定化への対応

インボイス制度に対応した納税

財政基盤安定化への対応

  また、新たに発生する消費税の納税に対応する安定的な財源を確保しシルバー事業の
目標を達成するため、長期的視野に立った財政基盤を確立していくことが重要と考え、
センターの安定的な運営のための資金計画をもとに、諸費用の見直しを行いながら持続
可能な財政基盤の確立に取り組んできました。結果として財務の安定基盤の構築を昨年
度に続き進めてきました。
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横手市民との共存と社会貢献

　市民に信頼され市民から求められる就業について、様々な依頼に対しサービス提供事
業者として市民との共存を図ってきました。夏場には個人宅周辺の雑草の除草作業や刈
払作業、冬場には高齢者世帯通路雪寄せ支援や雪囲い支援など、住宅周辺の環境維持整
備をセンター会員として誠実・丁寧な仕事することで市民との共存に努めてきたところ
です。
　他方、高齢者の生きがいの充実、及び社会参加の推進を図るための取り組みとして、
２回の公共施設等清掃と善意のボランティア活動によりまして、センターとしての社会
貢献の充実に努めてきました。

組織体制の強化と会員間の融和促進
　公益法人に移行して１０年が経過した今日、センターの活動主体を理事会をはじめと
した専門部会・地域推進委員会・地域会議などの事業等に重点を置き、組織体制を強化
しながら、地域に信頼され親しまれるシルバー人材センターを目指してきました。会員
においては経験を活かした業務遂行によって、誠実で責任と誇りある就業に努めるよう
徹底してきました。また、極力会員がセンター事業に参加することで、相互の融和と親
睦が図られるよう推進してきたところであります。これによって、自主・自立、共働・
共助を基本理念とした公平で公正なセンター事業経営を成しているところであります。

　併せて、横手市及びハローワーク等行政機関との連携により、地域社会のニーズに応
えるとともに事業活動の貢献度合いも高めてまいりました。

令和４年度事業報告の附属明細書

　令和４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」
第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」がない
ため、事業報告の附属明細書は作成しておりません。


